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Table4. Paperchromatogram ofphosphorus b) Detectedbyyelowcolorwithalkali.
components;Solvent:Isopropanol-NII▲OH(3:1)
AA'b BA,b Cb DfL EC
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実 鼓 と 考 察
Ⅰ.天然キャt)ヤーによる分解
Ⅹ綜回折により純品であることを確かめた粘土鉱物
微粉と市販の員料tlのキャ.)ヤーとを用いてそれぞれ
1.5,0'methylparathion粉剤を調製し分解率を調べ
ると, Fig.1に示すようにその分解率曲線は雑品の
場合は直線的であり市販キャ.)ヤ-の場合は時間の経
過とともにゆるやかになる.これは不活性成分の存在
によるものでありⅩ緑回折により市奴キャ])ヤー中に
多虫の quartZの存在を認めた.このquart2:の効米
をみるため統品といわれる訊洲タルクに混合して分解
率を測定した (Table1).
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